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講義の内容

1）地域づくりと住民活動の構造
2）地域づくりの進め方



「地域づくり」とは

人づくり 一人では達成できないことを
地域の中で他者と協力して達成する



• 「断らない」相談支援などの課題解決の機能
• 新たに開発された活動やサービス（参加支援）

• 従来から存続する地縁関係
• 顔見知り、お互い様の関係
• 地域の活動などに参加・協力する関係
• 問題意識を共有する関係
• 住民/当事者の中に培われるリーダーシップ

• プラットフォーム
• 協議体
• ネットワーク
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（出典：室田）（検討会提出資料を一部修正）

地域活動の構造



コミュニティとアソシエーション
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多機関協働事業



住民との出会い方

自宅訪問
来所、電話相談、インターネット相談
他の住民からの紹介
行政・専門機関からの紹介
地域活動を通して

住民と出会う場面

活動への参加
会議への参加
イベントへの参加

個人

集団



地域共生社会における関係性

地域共生社会のキーワード

• 他⼈事を「我が事」に変えていくような働きかけをする
• 「地域で困っている課題を解決したい」という気持ちで、様々な取
組みを⾏う

• 「⽀え⼿」「受け⼿」という関係を超えて
• 地域住⺠や地域の多様な主体が『我が事』として参画し

厚労省（2017）「地域⼒強化検討会最終とりまとめ」

厚労省（2017）「『地域共⽣社会』の実現に向けて（当⾯の改⾰⼯程）」



関係構築の原理

出典：https://communityorganizing.jp/

関係を通してパワーを構築する
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関係とは何でしょう？

関係は価値観を共有することに根差しています。
　私たちが共有する価値観は、お互いのストー
リー、特に人生という旅での「選択の瞬間」を知
ることによって見出すことができます。鍵は、「な
ぜ？」と尋ねることです。

人間関係は、関心と資源を交換することから成長
します。
　あなたの資源が私の関心を引き、私の資源があ
なたの関心を引きます。鍵は関心と資源を見いだ
すことです。つまり、関係は共通性と同時に違い
によって育まれるのです。 

私たちの共通の関心は、私たち個人の関心が対立
せずに追い求めることをお互いにサポートできる
程度に範囲が狭まっているべきでしょう。
　オーガナイジングにおける人間関係とは、ビジ
ネスのような単なる取り引きではありません。１
対１のミーティング、あるいはハウスミーティン
グで私たちが見いだそうとしているのは、私たち
が「求めること」に単に応える人ではありません。
私たちの活動に参加し、長きにわたり、共に学び、
成長し、行動する人たちを探しているのです。

関係はコミットメントによって創造されます。
　交換が関係を生むのは、双方が、自らのもっと
も価値のある資源、「時間」を差し出す時だけで

す。関係への時間のコミットメントは、未来と過
去（各々の歴史）を関係性に与えます。一緒に学び、
成長し、変化するので、関係を構築するに至った
目的そのものが変化し、より豊かな交流の可能性
が生まれるのです。実際、関係それ自体が価値あ
る資源となるのです。アメリカの政治学者ロバー
ト・パットナムはこれを「ソーシャル・キャピタ
ル（社会関係資本）」と呼んでいます。

関係は継続的な心配りと努力を必要とします。
　そうして関係が育まれたなら、その関係は、断
続的な学びと、個人とコミュニティがキャンペー
ンを発展させるための重要な資源となります。ま
た、動機とインスピレーションを支える大切な資
源ともなります。

意図に基づいた関係を構築する：
１対１のミーティング

　意図に基づいた関係を始める一つの方法は１対
１のミーティングです。長きにわたって、多くの
オーガナイザーが発展させてきたスキルです。１
対１のミーティングは５つの「行為」によって成
り立っています。

注意／Attention
　１対１のミーティングを持つには相手の注意を
引かねばなりません。恥ずかしがってはいけませ
ん。このミーティングにあなたがどんな関心を
持っているかについて、できうる限りオープンで
率直でなければなりません。とはいえ、いきなり
オープンになるのはむずかしく、いくらかお互い
を知るのに少なくとも数分は欲しいと思うかもし

注意／Attention

興味／ Interest

探求／ Exploration

交換／ Exchange

コミットメント／Commitment

関　心
コミットメント

価値観

コミットメント

新しい資源
共通の資源

資源としての関係

関心を持ち合う関係
共通の関心
新しい関心

関　心

資　源 資　源



リーダーシップの構造

出典：https://communityorganizing.jp/

人々のパワーで変化を起こす
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んが既にどのようにするかを知っているもので
す。物語を語らない人はいますか？誰とも関係を
構築したことが無い人はいますか？やろうと思っ
ていたことを邪魔する障害を乗り越えるために戦
略を立てたことが無い人はいますか？私たちはど
のようにするかを知っていますが、それは「暗黙
知」であり「形式知（訳注：伝えられる知識）」
ではないのです。私たちはそれらをしていますが、
私たちはそれをどう正確にするのか考えたことが
ないのです。これから私たちが共に学んでいくの
はこの「暗黙」を明確にしていくことです。それ
によって、技術、スキルを磨き、これらのスキル
を使う目的を作っていくことができるのです。

　

オーガナイジングを学ぶ

　オーガナイジングとは実践であり、「する方法」
です。自転車に乗ることを学ぶようなものです。
自転車に乗ることについて書かれた本を何冊読も
うと、実際に自転車に乗る段階ではほとんど役に
たちません。誰しもがはじめて自転車に乗るとき
起こることは、転ぶことです。そこで「心」の出
番になります。あきらめて家に帰るか。あるいは、
また転ぶことがわかっていても勇気をだして自転
車に乗るか。それがバランスをとることを学ぶ唯
一の方法だからです。
　これから私たちが「学ぶ」多くの実践は、皆さ

ドット・リーダーシップ バラバラのリーダーシップ スノーフレーク・
リーダーシップ



時間の捉え方
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活動の盛り上がり
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まとめ

1）地域づくりは人づくり
2）コミュニティからアソシエーションをつくる
3）「受け手」「支え手」ではない関係をつくる
4）リーダーシップの輪を広げていく
5）計画的かつ意図的に取り組む


